第１７回　第５部会（都市整備）

（第９回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成２０年４月１４日（月）午後６時００分～午後８時１５分
出席者：和田浩一、石亀裕、大平定子、小笠原春一、近井一夫、河村信義、及川富夫
事務局：企画Ｇ 五島主幹・山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹・福地主査、
　　　　環境対策Ｇ 八重樫主幹、伊東主査
内　容：１．資料の確認

２．議事録の確認
　　　　３．会議内容
　　　　　（１）条例の素案について
　　　　　（２）その他

４．次回開催日、議題についての確認

配付資料：●条例素案

３．会議内容

（１）条例の素案について

　■前文

■第１章・・総則・・

□　・前回素案から変更していない。
―意見なし―

■第２章・・山辺、川辺、海辺などを身近に感じられる景観づくりのルール・・
　◆（自然を守り育てる）

　　○貴重な景観・自然地域を指定し、その保全、育成をしていくルール（自然遺産選定）

　　　１．地域を指定する組織をつくる。指定する際のルール
　　　２．指定された地域を対象にした規制、又はチェック体制、保護活動のルール
　　　　　指定された地域への開発の届出
　　　　　届出に対しての規制、罰則、勧告、指導
　　○河川、道路、傾斜地、海岸線など防災や生活に欠かせない場所について、自然と融合しながらよりよい景観づくりをするルール

　　　１．関係団体の組織づくり　　国、道、市、市民
　◆（自然をひきたてる）
　　○眺望の良い景観ポイントについて、それを阻害する人工物について規制する
　　　１．景観ポイントの指定
　　　２．指定地域に対しての届出と規制
　　○道路の整備に当たっては、その周辺の景観に融合する演出をルール化する
　　　１．計画段階での協議の場づくり
　　　２．モデルケースづくり
　　○川周辺については、その川に合った景観を創り上げるために周辺環境の規制をする
　　　１．川にあった景観プランの作成
　　　２．上記に対しての規制、推進協議体
　◆（自然と調和するまちをつくる）
　　○キウシト湿原など市街地にある貴重な自然を保全すると共に、公園などの整備を進めることをルール化する
　　　１．市街地にある保全すべき地域の洗い出し
　　　２．公園毎の整備計画と里親募集、支援体制
　　○幹線道路を緑化を中心とした景観の形成を図るためのルール化を図る
　　　１．対象となる幹線道路の優先順位を付ける
　　　２．関係団体との協議、景観形成推進の体制づくり
　　○生垣やガーデニングを奨励し、住宅地の緑化を進めるためのルール
　　　１．モデルケースを設定し、その推進を図る。地域ごとの特色を生かす
　　　２．褒賞等を行い奨励、またそのための財源
　□　・条例の中では、固有の地域を指定することは難しいので、それを指定する組織を位置付けること、その組織の目標、目的を明確にしていくことが必要と感じている。
―第２章の意見交換―
　□　・条例をただ作っただけではだめで、その条例が機能しているかをチェックす

る組織が必要。
　□　・途中参加なので流れが解らないが、総合計画との関わりはどうなっているの
か。
　□　・大きな流れとして、市の総合計画があり、それを受けた環境基本条例や都市
計画の都市計画マスタープラン、景観形成基本計画、緑の基本計画がある。
その計画を実行していくための組織などについて条例に位置付け、計画を推
進していこうということを目的としている。
　□　・基本的なところが総合計画にあるのであれば問題ない。
　　　・規制、規制で頭ごなしに縛ってしまうより、市民が快適な生活が送れるよう
な目線で作るべきと思う。
　　　・市民が理解できる、解りやすい条例にしたい。
　□　・むやみやたら開発されるのでなく、その都度、協議が必要であると感じてい
る。全てを規制するのではなく、開発すべき所は、前向きに開発に向けての
協議はされるべきと思う。
　□　・協議の仕組みづくりやその流れを速めに作った方が、途中参加の人も関わり
やすくなると思う。
■第３章・・訪れる人々にも癒しと感動を与える景観づくりのルール・・
　◆（まちのイメージを高める）
　　○沿道の看板など屋外広告物を周囲の景観と調和するように誘導するためのルール
　　　１．北海道の条例以上に規制すべき対象を指定し、ルールづくりをする
　　　２．対象となる地域の景観プランに合った規制
　　○沿道の建物の位置や形態、意匠、色彩などの統一化に向けたルール
　　　１．登別市全体としての総合プラン
　　　２．地域毎のモデルプランとそれに向けた規制、推進体制
　　○沿道の廃屋や資材置き場などに対する改善や周囲の緑化に対するルール
　　　１．対象地域の特定とその対策
　　○観光地としての登別温泉の景観ルートに対して統一化した整備のルールづくり
　　　１．景観ルートの洗い出しとその整備計画づくり
　　　２．その実行者、予算等の執行体制づくり
　◆（歩いていて楽しい個性あるまちに整える）
　　○道沿いに鬼などをテーマにしたストリートファニチャーや由来書のような仕掛けをおくルールづくり
　　　１．対象地域の選定
　　　２．プランづくり、執行体制、組織
　　○魅力あるファサードづくりなど個性的な街並みをつくるためのルールづくり
　　　１．同上
　◆（あらたなまちの魅力をつくり広げる）
　　○クローズアップすべき景観ポイントの整備のルールづくり
　　○登別自然遺産、登別八景、景観百選などを選定し、地域資源の掘り起こしと活用を図るためのルールづくり
　　　１．地域を指定する
　　　２．指定地域における計画とその実行体制
　　○登別の周辺市町村と一体となった景観形成のためのルールづくり
　　　１．近隣地域と景観プランの共有
　　　２．周辺市町村との協議体づくり
　□　・届出や開発に関する審議の場としての組織づくり、緑化や景観の推進に向け
て行動する組織づくりを意識している。
―第３章の意見交換―
　□　・緑化推進協議会は、実戦部隊であり行政に提案もしてきた。今回の景観に関
して考えれば、実戦の話を進めるグループと、条文づくりをするグループに
分けて進めるとやりやすいのではないか。
　□　・殆どの部分で組織、体制の話が出ているので、一括別の章立てする方が解り
やすいのではないか。その方が、条文の流れが解りやすくなる。
　□　・環境関係では、環境保全審議会と市民会議に分かれているが、その根拠は何
か。
　（事務局）・環境基本条例に審議会が位置付けられ、要綱により環境保全市民会議が設置されている。
　　　　　・緑化に関する組織としては、みどり推進協議会がある。
　　　　　・景観に関する既存の組織はない。
　□　・環境保全審議会と環境保全市民会議の役割の違いは何か。
　（事務局）・審議会は、市長からの諮問に対して議論する場として条例に位置付けられており、環境の保全などに関して市に大きな影響がある事案が出てきた場合に開催されるが、ここ数年開かれていない。
　　　　　・市民会議は、事業者や各種団体、公募の市民３０名で構成されている。環境は幅広い範囲があるため、各界からざっくばらんに意見が交わされ環境保全活動に取り組む組織である。ある課題に対して特化して活動する場合は、部会を設置して進めていくことになる。
　□　・指導する組織や罰則を設け、それを実施しようとする組織となると、中途半
端な組織では出来ない。強力な組織が必要。
　□　・罰則を例に出しているが、そこまで規制をするかは別にして、少なくとも審
議する組織と行動・推進する組織が必要と思う。
　□　・小委員会をつくって議論しないと詰まっていかないのではないか。温泉の話
も出てくるが、我々は温泉地域の実情は知らない。知っている人を交えて小
委員会を作ってはどうか。
　□　・町内会組織が良いのか解らないが、連合町内会がありその下に単位町内会が
ある。大きな組織を立ち上げ、小さな単位をたくさん作る。案件毎、地域毎
に作ってはどうか。
　□　・環境の例を考えると、大きな組織は審議会であり、実際に推進していく組織
として市民会議があると思う。
　□　・条例が出来てから組織を実際に作り、条例でその仕組みを作っておく、ある
いは条例を作る前からその組織、仕組みを作っていく方法があると思うが、
後者が良いのではないか。
　□　・条例の中では、具体的な細かな動きまで文章化できないと思うので、組織の
設置をきちんと条文に位置付けるという考えでいた。
　□　・事務局に景観、緑化、環境それぞれの担当がいるので、３つに分かれて話し
をしていけば良いのではないか。具体的な話しをしていくことを皆さん望ん
でいるのではないか。
　　　・環境は既に組織化がなされ行動されているので、それに負担にならないよう
に協力体制を取る形が良いのではないか。
　□　・環境保全市民会議の部会として自然遺産部会が実際活動しているが、部会で
選定した事項を再度、市民会議に諮って議論をするという２度手間が掛かっ
ている。部会の位置付けが条例などにより明文化されていれば、動きやすく
なるのではないか。詳細の組織まで条例に位置付けておくのが良いと思う。
　□　・条例は、理想を掲げるだけで良いと思う。詳細な組織などの事項は後から付
け加えていく方法もあると思う。
　□　・条文を取りあえず作っておき、組織は別途考えていけば良い。我々は、条例
を作ることを目的に集まっているのだと思う。実施の話しは後で良いと思う。
　□　・都市計画の各種計画にはある程度の理想が掲げている。
・条例と計画の作り方の位置付け・順序としては、既にある計画を条例に位置付けて、それを実行に移していく方法と、先に条例を作り、計画を策定する組織を明文化した後に、その組織で計画を作り上げ、実行に移していく方法があると思う。
　　　・今回の場合は、市民参加で作り上げた計画が既にあるため、それを条例に位
置付ける、あるいはその計画の見直し議論をする組織を条例に位置付ける、
計画に掲げられた目標を実行するための組織やルールを条例に位置付けて行
くのだと考えている。
　　　・条例に細部まで書いてしまうとそれに縛られてしまい柔軟な行動が出来なく
なる恐れがあり、また条例の変更は簡単にはいかない。組織の役割、権限を
条例に明文化していきたい。
　　　・次回は、組織という部分で、単に形だけではなく、財源や実施行動まで含め
たモデルを作ってみるので、それについて意見をいただくことで進めていき
たい。
　□　・条例素案の流れ、区分の仕方は良いと思う。すぐにでも実行したくなる。
　　　・理想に向かって話を進めていくべきであり、具体の話を進めていくのであれ
ば、今後、地域単位での意見交換や意見集約の場を設けることも必要になる。
　　　・例えば、貴重な景観とは何かを定義付けてしていけば条文になっていくので
はないか。次の段階として地域毎の意見を聞くということが必要になってく
ると思う。
　　　・条例は骨格で良いと思う。各論や詳細な部分は条例には馴染まないと思う。
　□　・どこを指定するのかをこの場で議論するには時間が足りない。
　　　・自分は、環境保全の立場で参加しているが、どこまでの範囲まで議論に参加
すれば良いのか。
　　　・議論を深めるのは良いことだが、条例策定の期限はあるのか。
　　　・条例は最終的に議会にかけられるので、項目を詳細まで書くのはいかがか。
　□　・条例作りは議論の経過が一番大事だと思う。
　　　・様々な立場で意見を言うのがこの場である。従前から行ってきたやり方では
ない。出来る範囲の中で意見を言っていけば良いと思う。
　□　・条例策定には、期限はない。
　　　・貴重な景観等の用語の定義付けを条例で定めていく。どこを指定するのかは、
条例に位置付けた組織が行っていくという考えで進めたい。イメージを考え
ていきたい。
　□　・条例は何を中心にするのかを考えた場合、自然が主なのか、人が主なのか、
それらの調和を求めていくのか、大きく３つに分けられると思う。
　　　・このチームでは、どれを選んでいくかを考えていく場だと思う。
　□　・貴重とは、登別にはなくてはならない物として考えれば良いのではないか。
　□　・無くなっては困る物。
　□　・保全や育成をする物を貴重な景観とすれば良いのではないか。
　□　・地域性があると思う。鷲別、幌別、登別、温泉それぞれに貴重な物があると
思う。
　□　・人によって捉え方が違う。最大公約数としてみんなが納得するものを定めて
いくのだと思う。例えば、地獄谷だとか。
　　　・いずれは貴重になると言う物を定めると、将来に繋がっていくのではないか。
　□　・いろいろな夢を語って、肩の張らない物が望まれるのではないか。
　□　・条文化するとしたら、第２章の頭の部分で言うと「我々は、貴重な景観・自
然地域を指定し、その保全、育成をしていく」という一文が出来る。理想だ
けを掲げるとすれば、これで良いのかと思う気がする。
　　　・もう少し実行に近い表現、具体的な表現をするとしたら、その下の１，２の
文章になると思う。
　　　・条文は、理想を掲げ、それを議論する組織、実行する組織の位置付けをして、
詳細は、その組織の中で詰めて行くこととしてその仕組みを位置付ける。あ
るいは、もう少し掘り下げた表現を条文として行きたい。
　□　・貴重な景観を決めなかったらどうなるのか。壊すとなると別だが、放ってお
いてもしばらくは困らないのではないか。
　　　・条文に地名を挙げるのではなく、組織を作りその中で議論されるべきで、も
しその物が条例策定後に失われた場合、一々条例改正することになる。貴重
な物は細則の中で位置付けていけば良いのではないか。
　□　・条例に中には、固有名詞を定めない方向で進めたい。
　□　・鷲別岬など、貴重な物とは、登別市民が時代背景を反映させながら心の拠り
所になるような、物、場所だと思う。
　□　・函館市の夜景は１００万ドルだが、鷲別岬は８０万ドルだと思っている。亀
田公園は、完成された景観になっているが、鷲別岬は手を入れなければなら
ない景観だと思う。
　□　・市民が即答できるような物を挙げていくべきだと思う。条文は理想型だとし
ても、条文説明の中では、固有名詞を挙げなければ議会を含めて対外的な条
例の説明は難しくなる。
　□　・条文として作るとしたらどの様になるのか。
　□　・第２章頭の所では、「貴重な景観・自然地域を指定し、その保全、育成をして
いく」で止めてしまえば、市民には理解できない。その下の１，２も条文に
入れた方が良いが、このチームで、こういう組織・人材が必要だ、という細
いレベルまでは作れないと思う。
　□　・環境基本条例で審議会を位置付け、市民会議を要綱で位置付けている。
　□　・まちづくり基本条例では、市民自治推進委員会の設置、協議事項を定めて、
詳細は別に定めるとしている。
　□　・組織については、一括９章で位置付けることとしたい。
　　　・貴重な景観の定義についてはどうか。
　□　・固有名を挙げないで、誰でも解る表現で、先ほど出ていた心の拠り所となる、
と言う表現が良い。
　□　・次回は、各章毎に具体的なイメージをしていきたい。
　　　・各章をこのメンバーで分担するのは難しいので、全体でもって各章を進めて
いきたい。
　　　・第５章以降については、詰め切っていないので宿題として掘り下げてみる。
　□　・第２章から４章は、条例の骨格になる部分で条例のフレームとなる。
　　　・フレームが固まれば、第１章、第５章以降が必然的にまとまっていくのでは
ないか。
　□　・再度、皆さんには都市計画マスタープラン、景観形成基本計画、みどりの基
本計画を読んでいただきたい。このプランは、市民参加で作られ、市民意見
が反映された計画なのでそれを意識していただき、次の会議に臨んでいただ
きたい。
　　　・次回は、第２章を重点的に行いたい。
　　　・余裕があれば、これ関わる皆さんがお持ちの情報やマスコミなどの情報の話
しをいただきたい。
（２）その他
　（事務局）・今までは、新たな条例の中に環境基本条例を取り込んで一本化しようという流れもあり、環境対策グループに事務局として入っていただいていたが、素案では環境に関する事項が見られないので、次回からは必要な場合に参加する方法で考えたいがいかがか。
―同意―
　（事務局）・北海道景観条例が４月１日から施行になった。１０月１日以降、一定規模以上の建築物・工作物の建設行為について、届出が必要になる。胆振支庁がその手続を行うが、地元市町村に対して、景観上その建設行為に問題がないかの意見照会がある。この意見照会に対する処理方法を検討したいと考えている。
　　　　　
４．次回開催日、議題についての確認

　５月１２日（月）、午後６時から、市役所２階　第２委員会室

　
　議　題：第２章について
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